
上方お
笑いの

メッカ
、

なんば
グラン

ド花月
。

派手な看板がぎっしりならぶ道頓堀
の看板も

やっぱりにぎにぎしい。
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民鉄 　紀行 近畿日本鉄道・難波線
［近鉄難波～上本町］

万
国
博
覧
会
の
開
幕
当
日
に
開
通

近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）
は
、
関
西
か
ら
東
海
に
か

け
て
の
２
府
３
県
に
路
線
を
も
つ
最
も
営
業
距
離
の
長

い
民
鉄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
近
鉄
難
波
線
」
は

「
上
本
町
」「
近
鉄
日
本
橋
」「
近
鉄
難
波
」
の
３
駅
、
路

線
距
離
わ
ず
か
２
㎞
、大
阪
の
コ
テ
コ
テ
文
化
を
ギ
ュ
ッ

と
凝
縮
し
た
路
線
で
あ
る
。

近
鉄
の
母
体
と
も
い
え
る
大
阪
電
気
軌
道
は
、
生

駒
ト
ン
ネ
ル
を
難
工
事
の
末
に
完
成
さ
せ
て
大
正
３ 

（
１
９
１
４
）
年
に
上
本
町―

奈
良
間
を
開
業
さ
せ
、

そ
れ
以
来
、
鳥
羽
や
賢
島
、
名
古
屋
な
ど
へ
の
ル
ー
ト

を
整
え
、
上
本
町
駅
は
大
阪
の
東
の
玄
関
口
、
創
業
以

来
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

悲
願
だ
っ
た
上
本
町
か
ら
大
阪
市
内
中
心
部
へ
の
乗

り
入
れ
は
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
、
万
国
博
覧
会

関
連
の
交
通
整
備
の
一
環
と
し
て
着
工
。
万
博
開
幕
当

日
の
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
３
月
15
日
に
「
近
鉄
難

波
線
」
と
し
て
開
通
し
た
。
万
博
に
訪
れ
た
多
く
の
人

た
ち
は
、
万
博
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
線
と
な
っ
た
同

線
を
利
用
し
、
奈
良
や
伊
勢
志
摩
な
ど
豊
富
な
近
鉄
沿

線
の
名
所
旧
跡
に
も
足
を
向
け
た
と
い
う
。

市
営
バ
ス
停
「
上
本
町
六
丁
目
」
は
近
鉄
上
本
町
駅

前
に
あ
る
。
大
阪
で
は
地
名
を
省
略
し
て
呼
ぶ
こ
と
が

多
く
、
日
本
橋
一
丁
目
は
「
日に
っ
ぽ
ん
い
ち

本
一
」（
ポ
ン
イ
チ
と
も
）、

天
神
橋
六
丁
目
は
「
天て
ん
ろ
く六
」、
近
鉄
上
本
町
駅
一
帯
を

総
称
し
て
「
上う
え
ろ
く六

」
と
呼
ぶ
の
が
習
わ
し
だ
。

元
和
元
年
、
冬
夏
の
陣
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
浪
速

の
町
の
再
建
に
あ
た
っ
た
松
平
忠
明
（
家
康
の
外
孫
）

は
、
太
古
は
海
だ
っ
た
大
阪
で
唯
一
陸
地
と
い
え
る
大

阪
城
か
ら
四
天
王
寺
に
至
る
上
町
台
地
を
寺
町
と
し
、

水
害
が
多
い
船
場
や
島
之
内
の
避
難
所
に
も
あ
て
た
。

高
台
の
上
六
付
近
は
風
光
明
媚
な
た
め
に
豪
商
の
別

荘
、
庭
園
、
梅
林
、
茶
亭
な
ど
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
名
残
で
、
上
町
筋
を
少
し
北
に
と
っ
た
誓
願
寺

に
は
井
原
西
鶴
や
私
塾
「
懐
徳
堂
」
を
設
立
し
た
中
井

一
族
の
墓
が
あ
り
、
隣
の
谷
町
筋
に
は
堂
島
米
会
所
な

ど
浪
速
三
大
市
場
を
つ
く
っ
た
淀
屋
が
眠
る
大
仙
寺
、

久く
ほ
ん本

寺
に
は
住
友
友と
も
も
ち以

、
近
松
門
左
衛
門
の
墓
石
や
人

形
浄
瑠
璃
の
竹
本
若
太
夫
、
忠
臣
蔵
の
原
惣
右
衛
門
の

寺
な
ど
歴
史
の
散
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ご
っ
た
煮
文
化
の
大
阪
ミ
ナ
ミ
・
エ
リ
ア

近
鉄
百
貨
店
と
一
体
に
な
っ
た
上
本
町
駅
の
地
下

ホ
ー
ム
か
ら
、
電
車
で
２
駅
先
の
近
鉄
難
波
駅
に
向
か

う
。
全
線
地
下
で
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
し
た
。
実
質

的
に
は
奈
良
線
の
延
伸
線
で
あ
り
、
伊
勢
志
摩
や
名
古

屋
方
面
の
特
急
列
車
の
多
く
が
発
着
し
て
い
て
、「
難
波

線
」
と
い
う
名
称
自
体
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
地

下
鉄
の
御
堂
筋
線
、
千
日
前
線
、
四
つ
橋
線
、
さ
ら
に

南
海
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
難
波
駅
と
も
地
下
道
で
つ
な
が
っ
て

い
て
コ
ン
コ
ー
ス
は
人
の
波
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

「
難
波
」
は
、
古
く
は
難な
に
わ
の
み
や

波
宮
な
ど〝
ナ
ニ
ワ
〞
と

呼
ん
だ
が
、
こ
の
辺
り
は
難な
ん
ば
む
ら

波
村
の
新
開
地
だ
っ
た
こ

と
か
ら〝
ナ
ン
バ
〞
と
呼
ぶ
。
昔
か
ら
大
阪
の
中
心
で
、

一
帯
を
ゆ
っ
た
り
遊
歩
す
る
だ
け
で
数
日
を
要
す
る
と

い
う
繁
華
街
、
ミ
ナ
ミ
・
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
。

御
堂
筋
に
面
し
た
近
鉄
難
波
ビ
ル
の
南
側
に
建
つ
桃

山
風
の
「
新
歌
舞
伎
座
」
か
ら
、
芝
居
町
道
頓
堀
の

上六付近は浪速の歴史の散歩道。

大阪初心者が「これぞ、大阪」を堪能したいなら、
近鉄難波線の３駅乗り歩きをおすすめする。
食あり、笑いあり、歴史あり。浪速の気分にどっぷり浸ることができる。
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活気
ある
かけ
声が
飛び
かう

浪速
の台
所・
黒門
市場

。

法善寺の境内にある「夫婦善哉」は

明治 16（１８８３）年創業の老舗。
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民鉄 　紀行
松
竹
座
や
角
座
、
さ
ら
に
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

や
ワ
ッ
ハ
上
方
ま
で
芸
能
コ
ー
ス
は
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。
西
側
の
湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
を
北
に
少
し
歩
く

と
、
カ
フ
ェ
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
堀
江
オ
レ
ン
ジ
ス
ト

リ
ー
ト
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
御
堂
筋
ま
で
が
大
阪
を
代

表
す
る
若
者
の
街
、
ア
メ
リ
カ
村
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
並
べ
る
が
、
買
い
物
が
目
的
な
ら
南

船
場
や
心
斎
橋
筋
で
の
心
ブ
ラ
が
お
す
す
め
だ
し
、
御

堂
筋
沿
い
は
ヴ
ィ
ト
ン
、
デ
ィ
オ
ー
ル
、
シ
ャ
ネ
ル
な

ど
が
並
ぶ
ス
ー
パ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
だ
。

も
ち
ろ
ん
「
食
い
だ
お
れ
の
町
」
だ
か
ら
グ
ル
メ
・

コ
ー
ス
は
い
く
つ
も
あ
る
。
ド
派
手
な
看
板
が
並
ぶ
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
道
頓
堀
を
は
じ
め
、
と
ん
ぼ
り
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
道
頓
堀
川
岸
）
を
は
さ
ん
だ
南
地
五

花
街
の
宗
右
衛
門
町
、
法
善
寺
横
町
に
千
日
前
、
戎
橋

商
店
街
に
極
楽
商
店
街
。
フ
グ
や
ス
ッ
ポ
ン
の
高
級
料

理
か
ら
ラ
ー
メ
ン
や
カ
レ
ー
の
庶
民
派
料
理
、
お
好
み

焼
き
か
ら
た
こ
焼
き
ま
で
何
で
も
ご
ざ
れ
だ
。

浪
速
ら
し
い
ご
っ
た
煮
の
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
も
徒
歩
圏

内
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
さ
が
魅
力
だ
が
、
２
０
０
９
年

完
成
予
定
の
阪
神
電
鉄
西
大
阪
線
（
阪
神
な
ん
ば
線
に

改
称
予
定
）
が
難
波
駅
に
相
互
乗
り
入
れ
す
る
た
め
、

西
宮
か
ら
三
宮
、
山
陽
電
鉄
の
姫
路
ま
で
つ
な
が
り
、

ま
す
ま
す
ミ
ナ
ミ
の
東
西
の
玄
関
駅
に
な
っ
て
い
く
。

浪
速
の
歳
時
記
・
黒
門
市
場

大
阪
で
は
南
北
の
道
を
原
則
「
筋
」
と
呼
び
、
東
西

は
「
通
り
」
と
呼
ぶ
。
御
堂
筋
の
難
波
駅
か
ら
0.8
㎞
離

れ
た
堺
筋
の
日
本
橋
駅
ま
で
、
千
日
前
通
り
の
地
下
街

「
な
ん
ば
ウ
ォ
ー
ク
」
を
ぶ
ら
り
と
歩
い
て
み
た
。
御

堂
筋
よ
り
西
の
四
つ
橋
筋
か
ら
堺
筋
ま
で
２
４
０
も
の

店
舗
が
あ
る
か
ら
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
中

間
地
点
の
千
日
前
を
左
に
と
る
と
織
田
作
之
助
の
小
説

「
夫
婦
善
哉
」
の
舞
台
と
な
っ
た
法
善
寺
が
あ
る
。
山

号
を
天
竜
山
と
い
い
、
千
日
念
仏
回
向
の
興
行
か
ら
千

日
前
が
地
名
と
な
っ
た
。

千
日
前
通
り
と
平
行
し
て
流
れ
る
道
頓
堀
川
に
は
14

の
橋
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
幕
府
が
架
け
た
唯
一
の

公
儀
橋
が
堺
筋
の
日
本
橋
で
、
戦
略
の
要
衝
「
紀
州
街

道
」
と
結
ぶ
橋
と
し
て
、
東
京
の
日
本
橋
と
区
別
し
て

〝
ニ
ッ
ポ
ン
バ
シ
〞
と
呼
ぶ
。

日
本
橋
駅
か
ら
上
本
町
に
向
か
っ
て
３
分
も
歩
く

と
、
日
本
で
４
番
目
の
国
立
劇
場
「
国
立
文
楽
劇
場
」

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に
進
む
と
古
典
落
語「
高

津
の
富
」
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
高こ
う
づ
ぐ
う

津
宮
が
あ
る
。

仁
徳
天
皇
が
主
祭
だ
が
、
桂
文
枝
の
石
碑
を
境
内
で
み

つ
け
た
。
さ
く
ら
の
名
所
だ
。

生い
く
た
ま玉

さ
ん
と
親
し
ま
れ
る
生い
く
く
に國

魂た
ま

神じ
ん
じ
ゃ社

を
お
参
り
し

て
、旅
の
締
め
く
く
り
に
駅
南
の「
黒
門
市
場
」に
入
っ

た
。
む
か
し
圓え
ん
め
い
じ

明
寺
の
黒
い
山
門
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
黒
門
市
場
と
呼
ぶ
が
、「
中
央
市
場
に
な
い
品
物

も
黒
門
に
は
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
、
食
の
プ
ロ
か
ら
主

婦
に
ま
で
ナ
ニ
ワ
の
台
所
と
し
て
愛
さ
れ
、
暮
れ
の
賑

わ
い
は
大
阪
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

黒
門
市
場
を
南
に
ぬ
け
る
と
西
の
秋
葉
原
、
日
本
橋

電
気
街
「
で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
」
に
な
る
。
さ
ら
に
南
に

歩
を
進
め
る
と
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
通
天
閣
が
目
に
入
っ

て
き
た
。
よ
ー
し
、
旅
の
仕
上
げ
は
ビ
ー
ル
と
新
世
界

名
物
の
串
カ
ツ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
と
い
く
か
。

何でもござれが楽しい、難波を歩く。
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